
(57)【要約】

【課題】無線受信機で受信した信号からパルス性ノイズ

を除去すること。

【解決手段】ノイズ検出器３１はパルス性ノイズＳ７を

抽出する。その抽出したパルス性ノイズＳ７に基づいて

、閾値発生器３２は閾値Ｓ９を生成する。ゲートパルス

発生器３３は、パルス性ノイズＳ７を閾値Ｓ９と比較し

、パルス性ノイズＳ７の波形が閾値Ｓ９を超えるときに

ゲートパルスＳ１０を発生させる。ゲート３４は、ゲー

トパルスＳ１０の発生期間中、検波器２６の復調信号Ｓ

１１の出力を禁止し、その間は信号を補完して出力する

ことにより、ゲート３４の出力信号Ｓ１２からパルス性

ノイズを除去する。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 被 処 理 信 号 に 含 ま れ る パ ル ス 性 ノ イ ズ を 検 出 す る ノ イ ズ 検 出 器 と 、
　 前 記 ノ イ ズ 検 出 器 に よ り 検 出 さ れ た パ ル ス 性 ノ イ ズ に 基 づ い て 閾 値 を 生 成 す る 閾 値 発 生
器 と 、
　 前 記 ノ イ ズ 検 出 器 に よ り 検 出 さ れ た パ ル ス 性 ノ イ ズ と 前 記 閾 値 発 生 器 に よ り 生 成 さ れ た
閾 値 と を 比 較 し 、 前 記 パ ル ス 性 ノ イ ズ の レ ベ ル が 前 記 閾 値 を 超 え る と き に ゲ ー ト パ ル ス を
発 生 す る ゲ ー ト パ ル ス 発 生 器 と 、
　 前 記 ゲ ー ト パ ル ス 発 生 器 か ら 前 記 ゲ ー ト パ ル ス が 出 力 さ れ て い る 期 間 、 前 記 被 処 理 信 号
が 出 力 さ れ る の を 禁 止 す る と と も に 、 そ の 禁 止 さ れ た 期 間 の 信 号 を 補 完 し て 出 力 す る ゲ ー
ト と 、
　 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る ノ イ ズ 除 去 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 閾 値 発 生 器 は 、 連 続 す る パ ル ス 性 ノ イ ズ の 入 力 に 対 し て 閾 値 を 上 昇 さ せ る 閾 値 調 整
手 段 を さ ら に 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の ノ イ ズ 除 去 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 閾 値 調 整 手 段 は ロ ー パ ス フ ィ ル タ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の ノ イ ズ
除 去 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 ゲ ー ト パ ル ス の 発 生 に 同 期 し て 、 前 記 閾 値 発 生 器 か ら 出 力 さ れ た 閾 値 を 保 持 す る 保
持 回 路 と 、
　 前 記 ゲ ー ト パ ル ス 発 生 器 で 、 前 記 ノ イ ズ 検 出 器 に よ り 検 出 さ れ た パ ル ス 性 ノ イ ズ と 比 較
さ れ る 閾 値 と し て 、 前 記 ゲ ー ト パ ル ス の 発 生 期 間 中 、 前 記 保 持 回 路 に 保 持 さ れ て い る 閾 値
を 選 択 し 、 前 記 ゲ ー ト パ ル ス の 消 滅 期 間 中 、 前 記 閾 値 発 生 器 か ら 出 力 さ れ て い る 閾 値 を 選
択 す る ス イ ッ チ と 、
　 を さ ら に 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ま た は ３ に 記 載 の ノ イ ズ 除 去 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 被 処 理 信 号 に 含 ま れ る パ ル ス 性 ノ イ ズ を 検 出 す る ノ イ ズ 検 出 器 と 、
　 前 記 ノ イ ズ 検 出 器 に よ り 検 出 さ れ た パ ル ス 性 ノ イ ズ に 基 づ い て 閾 値 を 生 成 す る 閾 値 発 生
器 と 、
　 前 記 ノ イ ズ 検 出 器 に よ り 検 出 さ れ た パ ル ス 性 ノ イ ズ と 前 記 閾 値 発 生 器 に よ り 生 成 さ れ た
閾 値 と を 比 較 し 、 前 記 パ ル ス 性 ノ イ ズ の レ ベ ル が 前 記 閾 値 を 超 え る と き に ゲ ー ト パ ル ス を
発 生 す る ゲ ー ト パ ル ス 発 生 器 と 、
　 前 記 ゲ ー ト パ ル ス 発 生 器 か ら 前 記 ゲ ー ト パ ル ス が 出 力 さ れ て い る 期 間 、 前 記 被 処 理 信 号
が 出 力 さ れ る の を 禁 止 す る と と も に 、 そ の 禁 止 さ れ た 期 間 の 信 号 を 補 完 し て 出 力 す る ゲ ー
ト と 、
　 変 調 さ れ た 受 信 信 号 を 中 間 周 波 信 号 に 変 換 す る 周 波 数 変 換 手 段 と 、
　 前 記 周 波 数 変 換 手 段 か ら 出 力 さ れ た 中 間 周 波 信 号 の 所 望 の 周 波 数 領 域 を 通 過 さ せ る 中 間
周 波 フ ィ ル タ と 、
　 前 記 中 間 周 波 フ ィ ル タ を 通 過 し た 信 号 を 復 調 す る 検 波 器 と 、 を 備 え 、
　 前 記 ノ イ ズ 検 出 器 は 、 被 処 理 信 号 に 含 ま れ る パ ル ス 性 ノ イ ズ と し て 、 前 記 周 波 数 変 換 手
段 か ら 出 力 さ れ た 中 間 周 波 信 号 に 含 ま れ る パ ル ス 性 ノ イ ズ を 検 出 し 、
　 前 記 ゲ ー ト は 、 前 記 ゲ ー ト パ ル ス 発 生 器 か ら ゲ ー ト パ ル ス が 出 力 さ れ て い る 期 間 、 前 記
検 波 器 に よ り 復 調 さ れ た 信 号 が 出 力 さ れ る の を 禁 止 す る と と も に 、 そ の 禁 止 さ れ た 期 間 の
信 号 を 補 完 し て 出 力 す る こ と を 特 徴 と す る 受 信 機 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 閾 値 発 生 器 は 、 連 続 す る パ ル ス 性 ノ イ ズ の 入 力 に 対 し て 閾 値 を 上 昇 さ せ る 閾 値 調 整
手 段 を さ ら に 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の 受 信 機 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
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【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 ノ イ ズ 除 去 装 置 お よ び そ れ を 備 え た 受 信 機 に 関 す る 。 た だ し 、 こ の 発 明 の
利 用 は 前 述 の 受 信 機 お よ び ダ イ バ ー シ テ ィ 受 信 方 法 に は 限 ら な い 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 よ り 、 音 声 信 号 中 の ノ イ ズ を 削 減 す る 機 能 を 備 え た 音 声 処 理 装 置 が 公 知 で あ る （ た
と え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 。 ） 。 こ の 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ た 装 置 で は 、 ロ ー パ ス フ ィ ル タ
（ 以 下 、 Ｌ Ｐ Ｆ と す る ） に よ り デ ジ タ ル 音 声 信 号 中 の 低 周 波 成 分 を 抽 出 す る 。 ま た 、 バ ン
ド パ ス フ ィ ル タ （ 以 下 、 Ｂ Ｐ Ｆ と す る ） に よ り 必 要 な 音 声 信 号 の 周 波 数 領 域 を 抽 出 す る 。
そ し て 、 Ｌ Ｐ Ｆ の 出 力 と Ｂ Ｐ Ｆ の 出 力 を 比 較 し て 風 切 り ノ イ ズ の 多 少 を 検 出 す る 。 そ の 検
出 結 果 に 基 づ い て 、 Ｌ Ｐ Ｆ に よ り 抽 出 さ れ た 低 周 波 成 分 に 係 数 を 乗 算 す る 。 こ の 乗 算 結 果
を 元 の 音 声 信 号 か ら 減 算 す る こ と に よ り 、 音 声 信 号 か ら そ の レ ベ ル に 応 じ て 適 切 に 風 切 り
ノ イ ズ が 除 去 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ７ － １ ７ ７ ５ ９ ７ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 上 述 し た 従 来 技 術 の 場 合 、 音 声 信 号 中 に 含 ま れ る 低 周 波 成 分 の ノ イ ズ を
抽 出 し 、 そ の 低 周 波 成 分 の ノ イ ズ を 元 の 音 声 信 号 か ら 減 算 す る た め 、 パ ル ス 性 ノ イ ズ を 除
去 す る の に は 適 さ な い と い う 問 題 点 が あ る 。 本 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 に は 、 上 記 し
た 問 題 が 一 例 と し て 挙 げ ら れ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 請 求 項 １ の 発 明 に か か る ノ イ ズ 除 去 装 置 は 、 被 処 理 信 号 に 含 ま れ る パ ル ス 性 ノ イ ズ を 検
出 す る ノ イ ズ 検 出 器 と 、 前 記 ノ イ ズ 検 出 器 に よ り 検 出 さ れ た パ ル ス 性 ノ イ ズ に 基 づ い て 閾
値 を 生 成 す る 閾 値 発 生 器 と 、 前 記 ノ イ ズ 検 出 器 に よ り 検 出 さ れ た パ ル ス 性 ノ イ ズ と 前 記 閾
値 発 生 器 に よ り 生 成 さ れ た 閾 値 と を 比 較 し 、 前 記 パ ル ス 性 ノ イ ズ の レ ベ ル が 前 記 閾 値 を 超
え る と き に ゲ ー ト パ ル ス を 発 生 す る ゲ ー ト パ ル ス 発 生 器 と 、 前 記 ゲ ー ト パ ル ス 発 生 器 か ら
前 記 ゲ ー ト パ ル ス が 出 力 さ れ て い る 期 間 、 前 記 被 処 理 信 号 が 出 力 さ れ る の を 禁 止 す る と と
も に 、 そ の 禁 止 さ れ た 期 間 の 信 号 を 補 完 し て 出 力 す る ゲ ー ト と 、 を 備 え る こ と を 特 徴 と す
る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 請 求 項 ５ の 発 明 に か か る 受 信 機 は 、 被 処 理 信 号 に 含 ま れ る パ ル ス 性 ノ イ ズ を 検 出
す る ノ イ ズ 検 出 器 と 、 前 記 ノ イ ズ 検 出 器 に よ り 検 出 さ れ た パ ル ス 性 ノ イ ズ に 基 づ い て 閾 値
を 生 成 す る 閾 値 発 生 器 と 、 前 記 ノ イ ズ 検 出 器 に よ り 検 出 さ れ た パ ル ス 性 ノ イ ズ と 前 記 閾 値
発 生 器 に よ り 生 成 さ れ た 閾 値 と を 比 較 し 、 前 記 パ ル ス 性 ノ イ ズ の レ ベ ル が 前 記 閾 値 を 超 え
る と き に ゲ ー ト パ ル ス を 発 生 す る ゲ ー ト パ ル ス 発 生 器 と 、 前 記 ゲ ー ト パ ル ス 発 生 器 か ら 前
記 ゲ ー ト パ ル ス が 出 力 さ れ て い る 期 間 、 前 記 被 処 理 信 号 が 出 力 さ れ る の を 禁 止 す る と と も
に 、 そ の 禁 止 さ れ た 期 間 の 信 号 を 補 完 し て 出 力 す る ゲ ー ト と 、 変 調 さ れ た 受 信 信 号 を 中 間
周 波 信 号 に 変 換 す る 周 波 数 変 換 手 段 と 、 前 記 周 波 数 変 換 手 段 か ら 出 力 さ れ た 中 間 周 波 信 号
の 所 望 の 周 波 数 領 域 を 通 過 さ せ る 中 間 周 波 フ ィ ル タ と 、 前 記 中 間 周 波 フ ィ ル タ を 通 過 し た
信 号 を 復 調 す る 検 波 器 と 、 を 備 え 、 前 記 ノ イ ズ 検 出 器 は 、 被 処 理 信 号 に 含 ま れ る パ ル ス 性
ノ イ ズ と し て 、 前 記 周 波 数 変 換 手 段 か ら 出 力 さ れ た 中 間 周 波 信 号 に 含 ま れ る パ ル ス 性 ノ イ
ズ を 検 出 し 、 前 記 ゲ ー ト は 、 前 記 ゲ ー ト パ ル ス 発 生 器 か ら ゲ ー ト パ ル ス が 出 力 さ れ て い る
期 間 、 前 記 検 波 器 に よ り 復 調 さ れ た 信 号 が 出 力 さ れ る の を 禁 止 す る と と も に 、 そ の 禁 止 さ
れ た 期 間 の 信 号 を 補 完 し て 出 力 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 以 下 に 添 付 図 面 を 参 照 し て 、 こ の 発 明 に か か る ノ イ ズ 除 去 装 置 お よ び そ れ を 備 え た 受 信
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機 の 好 適 な 実 施 の 形 態 を 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
（ 実 施 の 形 態 １ ）
　 図 １ は 、 実 施 の 形 態 １ の ノ イ ズ 除 去 装 置 お よ び 受 信 機 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
図 １ に 示 す よ う に 、 受 信 機 １ は 、 ア ン テ ナ ２ １ 、 高 周 波 増 幅 器 （ Ｒ Ｆ ア ン プ ） ２ ２ 、 周 波
数 混 合 器 （ Ｍ Ｉ Ｘ ） ２ ３ 、 局 部 発 振 器 （ Ｏ Ｓ Ｃ ） ２ ４ 、 中 間 周 波 フ ィ ル タ （ Ｉ Ｆ フ ィ ル タ
） ２ ５ お よ び 検 波 器 ２ ６ を 有 す る 受 信 部 ２ と 、 ノ イ ズ 検 出 器 ３ １ 、 閾 値 発 生 器 ３ ２ 、 ゲ ー
ト パ ル ス 発 生 器 ３ ３ お よ び ゲ ー ト ３ ４ を 有 す る ノ イ ズ 除 去 装 置 ３ を 備 え る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 受 信 部 ２ は 、 一 般 的 な ス ー パ ー ヘ テ ロ ダ イ ン 方 式 の 受 信 機 を 構 成 す る 。 ア ン テ ナ ２ １ は
、 空 間 か ら 受 信 機 １ に 電 磁 波 を 取 り 込 む 。 高 周 波 増 幅 器 ２ ２ は 、 ア ン テ ナ ２ １ を 介 し て 受
信 機 １ に 取 り 込 ま れ た 高 周 波 の 受 信 信 号 Ｓ １ を 増 幅 す る 。 周 波 数 混 合 器 ２ ３ は 、 高 周 波 増
幅 器 ２ ２ で 増 幅 さ れ た 高 周 波 信 号 Ｓ ２ と 局 部 発 振 器 ２ ４ の 発 振 信 号 Ｓ ３ と を 混 合 し 、 両 信
号 Ｓ ２ ， Ｓ ３ の 周 波 数 差 を 中 間 周 波 数 に 変 換 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 局 部 発 振 器 ２ ４ は 、 周 波 数 変 換 に 用 い ら れ る 発 振 信 号 Ｓ ３ を 出 力 す る 。 こ れ ら 周 波 数 混
合 器 ２ ３ お よ び 局 部 発 振 器 ２ ４ は 、 周 波 数 変 換 手 段 と し て の 機 能 を 有 す る 。 中 間 周 波 フ ィ
ル タ ２ ５ は 、 挟 帯 域 な フ ィ ル タ で あ り 、 周 波 数 変 換 手 段 で 得 ら れ た 中 間 周 波 信 号 Ｓ ４ か ら
隣 接 信 号 を 取 り 除 く 。 検 波 器 ２ ６ は 、 中 間 周 波 フ ィ ル タ ２ ５ を 通 過 し た 信 号 Ｓ ５ を 復 調 す
る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 ２ は 、 ノ イ ズ 検 出 器 ３ １ 、 閾 値 発 生 器 ３ ２ お よ び ゲ ー ト パ ル ス 発 生 器 ３ ３ の 構 成 を 示
す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 図 ２ に 示 す よ う に 、 ノ イ ズ 検 出 器 ３ １ は 、 検 波 器 ３ １ １ と ハ イ パ ス
フ ィ ル タ （ 以 下 、 Ｈ Ｐ Ｆ と す る ） ３ １ ２ を 有 す る 。 検 波 器 ３ １ １ は 、 前 記 周 波 数 変 換 手 段
で 得 ら れ た 中 間 周 波 信 号 Ｓ ４ を 復 調 す る 。 Ｈ Ｐ Ｆ ３ １ ２ は 、 検 波 器 ３ １ １ の 出 力 信 号 Ｓ ６
を フ ィ ル タ リ ン グ し て 高 周 波 成 分 を 通 過 さ せ る こ と に よ り 、 パ ル ス 性 ノ イ ズ を 抽 出 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 閾 値 発 生 器 ３ ２ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 Ｌ Ｐ Ｆ ３ ２ １ と 乗 算 器 ３ ２ ２ を 有 す る 。 Ｈ Ｐ Ｆ
３ １ ２ を 通 過 し た 信 号 （ パ ル ス 性 ノ イ ズ ） Ｓ ７ は 、 Ｌ Ｐ Ｆ ３ ２ １ を 経 て 乗 算 器 ３ ２ ２ に 供
給 さ れ る 。 乗 算 器 ３ ２ ２ は 、 Ｌ Ｐ Ｆ ３ ２ １ の 出 力 信 号 Ｓ ８ を ｎ 倍 に し 、 閾 値 と し て 出 力 す
る 。 乗 算 器 ３ ２ ２ の 倍 率 ｎ に は 、 ノ イ ズ 処 理 を お こ な う の に 適 し た 値 が 選 択 さ れ る 。 閾 値
発 生 器 ３ ２ に パ ル ス 性 ノ イ ズ が 連 続 し て 入 力 す る と 、 Ｌ Ｐ Ｆ ３ ２ １ が 積 分 器 と し て 動 作 す
る た め 、 Ｌ Ｐ Ｆ ３ ２ １ の 出 力 が 上 昇 す る 。 そ れ に よ っ て 、 閾 値 も 上 昇 す る 。 つ ま り 、 Ｌ Ｐ
Ｆ ３ ２ １ は 、 連 続 す る パ ル ス 性 ノ イ ズ の 入 力 に 対 し て 閾 値 を 上 昇 さ せ る 閾 値 調 整 手 段 と し
て の 機 能 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ゲ ー ト パ ル ス 発 生 器 ３ ３ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 コ ン パ レ ー タ ３ ３ １ を 有 す る 。 コ ン パ
レ ー タ ３ ３ １ は 、 ノ イ ズ 検 出 器 ３ １ の 出 力 信 号 （ パ ル ス 性 ノ イ ズ ） Ｓ ７ と 閾 値 発 生 器 ３ ２
の 出 力 信 号 （ 閾 値 ） Ｓ ９ に 基 づ い て ゲ ー ト パ ル ス Ｓ １ ０ を 発 生 す る 。 ゲ ー ト ３ ４ は 、 ゲ ー
ト パ ル ス Ｓ １ ０ が 発 生 し て い な い と き に は 、 前 記 検 波 器 ２ ６ で 得 ら れ た 復 調 信 号 Ｓ １ １ を
出 力 信 号 Ｓ １ ２ と し て 出 力 す る 。 一 方 、 ゲ ー ト ３ ４ は 、 ゲ ー ト パ ル ス Ｓ １ ０ が 発 生 し て い
る 間 は 、 前 記 検 波 器 ２ ６ で 得 ら れ た 復 調 信 号 Ｓ １ １ の 出 力 を 禁 止 し 、 そ の 代 わ り に 直 線 補
完 等 の 種 々 の 補 完 法 に よ り 補 完 し た 出 力 信 号 Ｓ １ ２ を 出 力 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 つ ぎ に 、 実 施 の 形 態 １ の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。 Ａ Ｍ 放 送 波 等 の 電 磁 波 は 、 ア ン テ ナ ２
１ に 誘 起 し 、 受 信 機 １ に 取 り 込 ま れ る 。 受 信 機 １ に 取 り 込 ま れ た 高 周 波 の 受 信 信 号 Ｓ １ は
、 高 周 波 増 幅 器 ２ ２ に よ り 増 幅 さ れ 、 周 波 数 混 合 器 ２ ３ を 経 て 中 間 周 波 信 号 Ｓ ４ と な る 。
そ の 中 間 周 波 信 号 Ｓ ４ は 、 受 信 部 ２ に お い て は 狭 帯 域 な 中 間 周 波 フ ィ ル タ ２ ５ を 経 て 検 波
器 ２ ６ で 検 波 さ れ て 復 調 信 号 Ｓ １ １ と な る 。 そ の 復 調 信 号 Ｓ １ １ は ゲ ー ト ３ ４ に 供 給 さ れ
る 。
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【 ０ ０ １ ５ 】
　 一 方 、 周 波 数 混 合 器 ２ ３ か ら 出 力 さ れ た 中 間 周 波 信 号 Ｓ ４ は 、 ノ イ ズ 除 去 装 置 ３ に お い
て は 狭 帯 域 な 中 間 周 波 フ ィ ル タ を 通 ら ず に 、 直 接 、 検 波 器 ３ １ １ で 検 波 さ れ る 。 し た が っ
て 、 検 波 器 ３ １ １ で の 検 波 に よ り 得 ら れ た 復 調 信 号 Ｓ ６ に は 、 パ ル ス 性 ノ イ ズ が 大 振 幅 の
ま ま 含 ま れ て い る 。 こ の 復 調 信 号 Ｓ ６ を Ｈ Ｐ Ｆ ３ １ ２ を 通 す こ と に よ り 、 パ ル ス 性 ノ イ ズ
Ｓ ７ が 抽 出 さ れ る 。 抽 出 さ れ た パ ル ス 性 ノ イ ズ Ｓ ７ は 、 Ｌ Ｐ Ｆ ３ ２ １ を 通 り 、 乗 算 器 ３ ２
２ に て ｎ 倍 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 乗 算 器 ３ ２ ２ の 出 力 は 、 閾 値 Ｓ ９ と し て コ ン パ レ ー タ ３ ３ １ に 供 給 さ れ る 。 ま た 、 Ｈ Ｐ
Ｆ ３ １ ２ か ら 出 力 さ れ た パ ル ス 性 ノ イ ズ Ｓ ７ も 、 コ ン パ レ ー タ ３ ３ １ に 供 給 さ れ る 。 コ ン
パ レ ー タ ３ ３ １ は 、 ノ イ ズ 検 出 器 ３ １ か ら 供 給 さ れ た パ ル ス 性 ノ イ ズ Ｓ ７ を 、 閾 値 発 生 器
３ ２ か ら 供 給 さ れ た 閾 値 Ｓ ９ と 比 較 す る 。 そ の 比 較 の 結 果 、 パ ル ス 性 ノ イ ズ Ｓ ７ の レ ベ ル
が 閾 値 Ｓ ９ を 超 え た と き に ゲ ー ト パ ル ス Ｓ １ ０ を 発 生 さ せ る 。 発 生 し た ゲ ー ト パ ル ス Ｓ １
０ は ゲ ー ト ３ ４ に 供 給 さ れ る 。 パ ル ス 性 ノ イ ズ Ｓ ７ の 波 高 値 が 下 が り 、 閾 値 Ｓ ９ 以 下 に な
る と 、 ゲ ー ト パ ル ス Ｓ １ ０ は 出 力 さ れ な く な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ３ は 、 検 波 器 ２ ６ の 復 調 信 号 Ｓ １ １ 、 ゲ ー ト パ ル ス 発 生 器 ３ ３ の 出 力 信 号 （ ゲ ー ト パ
ル ス ） Ｓ １ ０ お よ び ゲ ー ト ３ ４ の 出 力 信 号 Ｓ １ ２ の 波 形 を 示 す 波 形 図 で あ る 。 図 ３ に 示 す
よ う に 、 ゲ ー ト ３ ４ は 、 ゲ ー ト パ ル ス Ｓ １ ０ が 供 給 さ れ て い る 期 間 、 検 波 器 ２ ６ の 復 調 信
号 Ｓ １ １ が 出 力 さ れ る の を 禁 止 す る 。 そ し て 、 ゲ ー ト ３ ４ は 、 そ の 禁 止 し た 期 間 、 種 々 の
補 完 法 に よ り 出 力 信 号 １ ２ を 補 完 し て 出 力 す る 。 そ れ に よ っ て 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 検 波
器 ２ ６ の 復 調 信 号 Ｓ １ １ に 閾 値 Ｓ ９ を 超 え る パ ル ス 性 ノ イ ズ が 含 ま れ て い た が 、 そ の パ ル
ス 性 ノ イ ズ が 除 去 さ れ た 波 形 の 出 力 信 号 Ｓ １ ２ が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ４ は 、 パ ル ス 性 ノ イ ズ が 連 続 し て い る 場 合 の ノ イ ズ 検 出 器 ３ １ の 出 力 信 号 （ パ ル ス 性
ノ イ ズ ） Ｓ ７ 、 閾 値 発 生 器 ３ ２ の 出 力 信 号 （ 閾 値 ） Ｓ ９ お よ び ゲ ー ト パ ル ス 発 生 器 ３ ３ の
出 力 信 号 （ ゲ ー ト パ ル ス ） Ｓ １ ０ の 波 形 を 示 す 波 形 図 で あ る 。 図 ４ に 示 す よ う に 、 パ ル ス
性 ノ イ ズ が 連 続 す る と 、 閾 値 Ｓ ９ が 次 第 に 上 昇 す る 。 こ れ は 、 上 述 し た よ う に Ｌ Ｐ Ｆ ３ ２
１ が 積 分 器 と し て 動 作 す る か ら で あ る 。 閾 値 Ｓ ９ が パ ル ス 性 ノ イ ズ Ｓ ７ の レ ベ ル よ り も 小
さ い う ち は 、 パ ル ス 性 ノ イ ズ Ｓ ７ が 入 力 す る た び に ゲ ー ト パ ル ス Ｓ １ ０ が 発 生 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 閾 値 Ｓ ９ が 上 昇 し 、 パ ル ス 性 ノ イ ズ Ｓ ７ の レ ベ ル 以 上 に な る と 、 パ ル ス 性 ノ イ ズ Ｓ ７ が
入 力 し て も ゲ ー ト パ ル ス Ｓ １ ０ は 発 生 し な い 。 し た が っ て 、 パ ル ス 性 ノ イ ズ が 連 続 し て 入
力 し た 場 合 、 初 期 に お い て は ゲ ー ト ３ ４ か ら 補 完 に よ り ノ イ ズ が 除 去 さ れ た 出 力 信 号 Ｓ １
２ が 出 力 さ れ る が 、 あ る 程 度 の 時 間 が 経 過 す る と 検 波 器 ２ ６ の 復 調 信 号 Ｓ １ １ が ゲ ー ト ３
４ か ら 出 力 信 号 Ｓ １ ２ と し て 出 力 さ れ る 。 こ の よ う に 動 作 す る こ と に よ っ て 、 連 続 し た ノ
イ ズ の と き に ゲ ー ト ３ ４ が 連 続 し て 動 作 し 、 音 声 信 号 等 の 出 力 信 号 が 途 切 れ る の を 防 い で
い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 実 施 の 形 態 １ に よ れ ば 、 ノ イ ズ 検 出 器 ３ １ が 検 出 し た パ ル ス 性 ノ
イ ズ Ｓ ７ に 基 づ い て 、 閾 値 発 生 器 ３ ２ が 閾 値 Ｓ ９ を 生 成 す る 。 そ し て 、 パ ル ス 性 ノ イ ズ Ｓ
７ が そ の 閾 値 Ｓ ９ を 超 え る と き に ゲ ー ト パ ル ス 発 生 器 ３ ３ の 発 す る ゲ ー ト パ ル ス Ｓ １ ０ に
よ り 、 ゲ ー ト ３ ４ が 、 検 波 器 ２ ６ の 復 調 信 号 Ｓ １ １ の 出 力 を 禁 止 し 、 そ の 間 の 信 号 を 補 完
す る の で 、 パ ル ス 性 ノ イ ズ を 除 去 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
（ 実 施 の 形 態 ２ ）
　 図 ５ は 、 実 施 の 形 態 ２ の ノ イ ズ 除 去 装 置 の 要 部 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 図 ５ に
示 す よ う に 、 実 施 の 形 態 ２ は 、 実 施 の 形 態 １ に お い て 、 閾 値 発 生 器 ３ ２ と ゲ ー ト パ ル ス 発
生 器 ３ ３ と の 間 に 、 保 持 回 路 ３ ５ と ス イ ッ チ ３ ６ を 設 け た も の で あ る 。 保 持 回 路 ３ ５ は 、
閾 値 発 生 器 ３ ２ か ら 出 力 さ れ た 閾 値 Ｓ ９ を 保 持 す る 。 ス イ ッ チ ３ ６ は 、 ゲ ー ト パ ル ス 発 生
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器 ３ ３ に 、 閾 値 発 生 器 ３ ２ か ら 出 力 さ れ た 閾 値 Ｓ ９ と 、 保 持 回 路 ３ ５ に 保 持 さ れ た 閾 値 Ｓ
１ ３ を 切 り 替 え て 供 給 す る 。 そ の 他 の 構 成 は 実 施 の 形 態 １ と 同 じ で あ る 。 実 施 の 形 態 １ と
同 じ 構 成 に つ い て は 、 同 一 の 符 号 を 付 し て 重 複 す る 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ６ は 、 保 持 回 路 ３ ５ お よ び ス イ ッ チ ３ ６ の 構 成 を 概 念 的 に 示 す 回 路 図 で あ る 。 図 ６ に
示 す よ う に 、 保 持 回 路 ３ ５ は 、 Ｄ フ リ ッ プ フ ロ ッ プ ３ ５ １ を 備 え て い る 。 Ｄ フ リ ッ プ フ ロ
ッ プ ３ ５ １ の デ ー タ 端 子 Ｄ に は 、 閾 値 発 生 器 ３ ２ か ら 出 力 さ れ た 閾 値 Ｓ ９ が 供 給 さ れ る 。
そ し て 、 Ｄ フ リ ッ プ フ ロ ッ プ ３ ５ １ は 、 ゲ ー ト パ ル ス Ｓ １ ０ の 立 ち 上 が り エ ッ ジ を ト リ ガ
ー と し て 、 そ の と き に デ ー タ 端 子 Ｄ に 供 給 さ れ た 閾 値 を ラ ッ チ す る 。 そ し て 、 Ｄ フ リ ッ プ
フ ロ ッ プ ３ ５ １ は 、 つ ぎ の ゲ ー ト パ ル ス Ｓ １ ０ の 立 ち 上 が り エ ッ ジ が 入 力 さ れ る ま で 、 そ
の ラ ッ チ し た 閾 値 を 保 持 し 、 出 力 端 子 Ｑ か ら 出 力 し 続 け る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ス イ ッ チ ３ ６ は 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 ２ 個 の Ａ Ｎ Ｄ ゲ ー ト ３ ６ １ ， ３ ６ ２ と オ ア ゲ ー ト
３ ６ ３ を 備 え て い る 。 第 １ の Ａ Ｎ Ｄ ゲ ー ト ３ ６ １ は 、 ゲ ー ト パ ル ス Ｓ １ ０ が 立 ち 下 が っ た
後 、 つ ぎ に 立 ち 上 が る ま で の 期 間 、 閾 値 発 生 器 ３ ２ か ら 出 力 さ れ た 閾 値 Ｓ ９ を オ ア ゲ ー ト
３ ６ ３ に 出 力 す る 。 第 ２ の Ａ Ｎ Ｄ ゲ ー ト ３ ６ ２ は 、 ゲ ー ト パ ル ス Ｓ １ ０ が 立 ち 上 が っ た 後
、 つ ぎ に 立 ち 下 が る ま で の 期 間 、 保 持 回 路 ３ ５ か ら 出 力 さ れ た 閾 値 Ｓ １ ３ を オ ア ゲ ー ト ３
６ ３ に 出 力 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 オ ア ゲ ー ト ３ ６ ３ は 、 第 １ の Ａ Ｎ Ｄ ゲ ー ト ３ ６ １ か ら 供 給 さ れ た 閾 値 Ｓ ９ ま た は 第 ２ の
Ａ Ｎ Ｄ ゲ ー ト ３ ６ ２ か ら 供 給 さ れ た 閾 値 Ｓ １ ３ を 新 た な 閾 値 Ｓ １ ４ と し て ゲ ー ト パ ル ス 発
生 器 ３ ３ の コ ン パ レ ー タ ３ ３ １ に 供 給 す る 。 コ ン パ レ ー タ ３ ３ １ は 、 オ ア ゲ ー ト ３ ６ ３ か
ら 供 給 さ れ た 閾 値 Ｓ １ ４ に 基 づ い て 、 ゲ ー ト パ ル ス Ｓ １ ０ を 出 力 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 つ ぎ に 、 実 施 の 形 態 ２ の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。 受 信 部 ２ 、 ノ イ ズ 検 出 器 ３ １ 、 閾 値 発
生 器 ３ ２ お よ び ゲ ー ト ３ ４ の 動 作 に つ い て は 実 施 の 形 態 １ と 同 じ で あ る の で 、 説 明 を 省 略
す る 。 図 ７ は 、 ノ イ ズ 検 出 器 ３ １ の 出 力 信 号 （ パ ル ス 性 ノ イ ズ ） Ｓ ７ 、 閾 値 発 生 器 ３ ２ の
出 力 信 号 （ 閾 値 ） Ｓ ９ 、 ス イ ッ チ ３ ６ の 出 力 信 号 （ 新 た な 閾 値 ） Ｓ １ ４ 、 ゲ ー ト パ ル ス 発
生 器 ３ ３ の 出 力 信 号 （ ゲ ー ト パ ル ス ） Ｓ １ ０ 、 検 波 器 ２ ６ の 復 調 信 号 Ｓ １ １ お よ び ゲ ー ト
３ ４ の 出 力 信 号 Ｓ １ ２ の 波 形 を 示 す 波 形 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 パ ル ス 性 ノ イ ズ の な い 通 常 の 状 態 で は 、 ゲ ー ト パ ル ス 発 生 器 ３ ３ か ら ゲ ー ト パ ル ス Ｓ １
０ は 出 力 さ れ て い な い 。 し た が っ て 、 ス イ ッ チ ３ ６ か ら は 、 閾 値 発 生 器 ３ ２ の 乗 算 器 ３ ２
２ か ら 出 力 さ れ た 閾 値 Ｓ ９ が 、 第 １ の Ａ Ｎ Ｄ ゲ ー ト ３ ６ １ お よ び オ ア ゲ ー ト ３ ６ ３ を 介 し
て そ の ま ま コ ン パ レ ー タ ３ ３ １ に 供 給 さ れ て い る 。 こ の と き 、 第 ２ の Ａ Ｎ Ｄ ゲ ー ト ３ ６ ２
か ら オ ア ゲ ー ト ３ ６ ３ へ の 出 力 は な い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 そ し て 、 コ ン パ レ ー タ ３ ３ １ に 閾 値 Ｓ ９ を 超 え る パ ル ス 性 ノ イ ズ Ｓ ７ が 入 力 さ れ る と 、
コ ン パ レ ー タ ３ ３ １ か ら ゲ ー ト パ ル ス Ｓ １ ０ が 出 力 さ れ る 。 そ の ゲ ー ト パ ル ス Ｓ １ ０ の 立
ち 上 が り エ ッ ジ に 同 期 し て 、 Ｄ フ リ ッ プ フ ロ ッ プ ３ ５ １ は 、 乗 算 器 ３ ２ ２ か ら 出 力 さ れ た
閾 値 Ｓ ９ を ラ ッ チ す る 。 そ し て 、 Ｄ フ リ ッ プ フ ロ ッ プ ３ ５ １ は 、 そ の ラ ッ チ し た 閾 値 Ｓ １
３ を 第 ２ の Ａ Ｎ Ｄ ゲ ー ト ３ ６ ２ に 出 力 し 続 け る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 第 ２ の Ａ Ｎ Ｄ ゲ ー ト ３ ６ ２ は 、 つ ぎ に ゲ ー ト パ ル ス Ｓ １ ０ が 立 ち 下 が る ま で 、 Ｄ フ リ ッ
プ フ ロ ッ プ ３ ５ １ か ら 供 給 さ れ た 閾 値 Ｓ １ ３ を オ ア ゲ ー ト ３ ６ ３ に 出 力 す る 。 こ の と き 、
第 １ の Ａ Ｎ Ｄ ゲ ー ト ３ ６ １ か ら オ ア ゲ ー ト ３ ６ ３ へ の 出 力 は な い 。 し た が っ て 、 オ ア ゲ ー
ト ３ ６ ３ は 、 ゲ ー ト パ ル ス Ｓ １ ０ が 立 ち 上 が っ て か ら 立 ち 下 が る ま で の 期 間 、 ゲ ー ト パ ル
ス Ｓ １ ０ が 立 ち 上 が っ た 瞬 間 の 閾 値 Ｓ ９ を 新 た な 閾 値 Ｓ １ ４ と し て コ ン パ レ ー タ ３ ３ １ に
供 給 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
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　 つ ま り 、 ゲ ー ト パ ル ス Ｓ １ ０ が 立 ち 上 が っ て か ら 立 ち 下 が る ま で の 間 、 実 施 の 形 態 １ で
説 明 し た よ う に 、 閾 値 発 生 器 ３ ２ か ら 出 力 さ れ た 閾 値 Ｓ ９ は 時 間 の 経 過 と と も に 上 昇 す る
。 し か し 、 コ ン パ レ ー タ ３ ３ １ に は 、 一 定 値 で あ る 新 た な 閾 値 Ｓ １ ４ が 供 給 さ れ る 。 そ し
て 、 パ ル ス 性 ノ イ ズ Ｓ ７ の 波 高 値 が 下 が り 、 新 た な 閾 値 Ｓ １ ４ 以 下 に な る と 、 ゲ ー ト パ ル
ス Ｓ １ ０ は 出 力 さ れ な く な る 。 こ の よ う に 動 作 す る こ と に よ っ て 、 パ ル ス 性 ノ イ ズ Ｓ ７ の
波 高 値 が 十 分 に 下 が る ま で コ ン パ レ ー タ ３ ３ １ か ら ゲ ー ト パ ル ス Ｓ １ ０ が 出 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 し た が っ て 、 閾 値 Ｓ ９ の 上 昇 に よ っ て ゲ ー ト パ ル ス Ｓ １ ０ の 生 成 時 間 が 短 く な り 、 ゲ ー
ト ３ ４ の 出 力 信 号 Ｓ １ ２ に ノ イ ズ が 残 っ て し ま う の を 防 ぐ こ と が で き る 。 保 持 回 路 ３ ５ お
よ び ス イ ッ チ ３ ６ を 設 け な い 場 合 に は 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 パ ル ス 性 ノ イ ズ Ｓ ７ が 入 力 さ
れ て い る 間 に 閾 値 Ｓ ９ が 上 昇 す る 。 そ れ に よ っ て 、 パ ル ス 性 ノ イ ズ Ｓ ７ の 発 生 時 間 よ り も
ゲ ー ト パ ル ス Ｓ １ ０ の 生 成 時 間 が 短 く な り 、 ゲ ー ト ３ ４ の 出 力 信 号 Ｓ １ ２ に 、 図 ８ に 符 号
４ で 示 す よ う に ノ イ ズ の 一 部 が 残 っ て し ま う こ と が あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 ９ は 、 パ ル ス 性 ノ イ ズ が 連 続 し て い る 場 合 の ノ イ ズ 検 出 器 ３ １ の 出 力 信 号 （ パ ル ス 性
ノ イ ズ ） Ｓ ７ 、 閾 値 発 生 器 ３ ２ の 出 力 信 号 （ 閾 値 ） Ｓ ９ 、 ス イ ッ チ ３ ６ の 出 力 信 号 （ 新 た
な 閾 値 ） Ｓ １ ４ 、 ゲ ー ト パ ル ス 発 生 器 ３ ３ の 出 力 信 号 （ ゲ ー ト パ ル ス ） Ｓ １ ０ 、 検 波 器 ２
６ の 復 調 信 号 Ｓ １ １ お よ び ゲ ー ト ３ ４ の 出 力 信 号 Ｓ １ ２ の 波 形 を 示 す 波 形 図 で あ る 。 図 ９
に 示 す よ う に 、 閾 値 Ｓ ９ が パ ル ス 性 ノ イ ズ Ｓ ７ の レ ベ ル よ り も 小 さ い う ち は 、 パ ル ス 性 ノ
イ ズ Ｓ ７ が 入 力 す る た び に ゲ ー ト パ ル ス Ｓ １ ０ が 発 生 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 パ ル ス 性 ノ イ ズ が 連 続 す る と 、 実 施 の 形 態 １ と 同 様 に 閾 値 Ｓ ９ が 次 第 に 上 昇 す る 。 そ れ
に 伴 っ て 、 ス イ ッ チ ３ ６ の 出 力 信 号 （ 新 た な 閾 値 ） Ｓ １ ４ も 次 第 に 上 昇 す る が 、 ゲ ー ト パ
ル ス Ｓ １ ０ が 発 生 し て い る 間 は 、 新 た な 閾 値 Ｓ １ ４ は 一 定 と な る 。 閾 値 Ｓ ９ が 上 昇 し 、 パ
ル ス 性 ノ イ ズ Ｓ ７ の レ ベ ル 以 上 に な る と 、 パ ル ス 性 ノ イ ズ Ｓ ７ が 入 力 し て も ゲ ー ト パ ル ス
Ｓ １ ０ は 発 生 し な い 。 こ の よ う に 動 作 す る こ と に よ っ て 、 連 続 し た ノ イ ズ の と き に ゲ ー ト
３ ４ が 連 続 し て 動 作 し 、 音 声 信 号 等 の 出 力 信 号 が 途 切 れ る の を 防 い で い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 実 施 の 形 態 ２ の ノ イ ズ 除 去 装 置 に よ れ ば 、 パ ル ス 性 ノ イ ズ Ｓ ７ の
入 力 に よ り ゲ ー ト パ ル ス Ｓ １ ０ が 発 生 し た と き に 、 そ の ゲ ー ト パ ル ス Ｓ １ ０ が 発 生 し た 瞬
間 の 閾 値 Ｓ ９ を 保 持 回 路 ３ ５ で 保 持 す る 。 そ し て 、 ス イ ッ チ ３ ６ の 切 り 替 え に よ っ て 、 ゲ
ー ト パ ル ス Ｓ １ ０ が 発 生 し て い る 間 は 、 保 持 回 路 ３ ５ で 保 持 し て い る 閾 値 Ｓ １ ３ を 新 た な
閾 値 Ｓ １ ４ と す る の で 、 ゲ ー ト パ ル ス Ｓ １ ０ の 生 成 時 間 の 精 度 が 大 幅 に 向 上 す る 。 し た が
っ て 、 ノ イ ズ の 一 部 が 残 る の を 防 ぐ こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 上 述 し た 実 施 の 形 態 で は 、 受 信 機 １ を Ａ Ｍ 放 送 に 用 い ら れ る 受 信 機 と し て 説 明 し た が 、
本 実 施 の 形 態 の 受 信 機 １ は 、 Ａ Ｍ 放 送 に 限 ら ず 、 Ｆ Ｍ 放 送 や テ レ ビ ジ ョ ン 放 送 の 受 信 機 、
ま た は そ の 他 の 無 線 受 信 機 と し て も 用 い る こ と が で き る 。 ま た 、 本 実 施 の 形 態 の 受 信 機 １
の 受 信 方 式 は 、 ス ー パ ー ヘ テ ロ ダ イ ン 方 式 に 限 ら な い 。 ま た 、 本 実 施 の 形 態 の ノ イ ズ 除 去
装 置 ３ は 、 無 線 受 信 機 に 限 ら ず 、 種 々 の 信 号 処 理 を お こ な う 装 置 に お い て パ ル ス 性 ノ イ ズ
を 除 去 す る の に 用 い る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
【 図 １ 】 実 施 の 形 態 １ に お け る ノ イ ズ 除 去 装 置 お よ び 受 信 機 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ
る 。
【 図 ２ 】 実 施 の 形 態 １ に お け る ノ イ ズ 除 去 装 置 の 要 部 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 実 施 の 形 態 １ の 動 作 を 説 明 す る た め の 波 形 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 実 施 の 形 態 １ の 動 作 を 説 明 す る た め の 波 形 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 実 施 の 形 態 ２ に お け る ノ イ ズ 除 去 装 置 の 要 部 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 実 施 の 形 態 ２ に お け る ノ イ ズ 除 去 装 置 の 要 部 の 構 成 を 概 念 的 に 示 す 回 路 図 で あ る
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。
【 図 ７ 】 実 施 の 形 態 ２ の 動 作 を 説 明 す る た め の 波 形 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 実 施 の 形 態 ２ の 動 作 を 説 明 す る た め の 波 形 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 実 施 の 形 態 ２ の 動 作 を 説 明 す る た め の 波 形 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 １ 　 受 信 機
　 ３ 　 ノ イ ズ 除 去 装 置
　 ２ ３ ， ２ ４ 　 周 波 数 変 換 手 段 （ 周 波 数 混 合 器 、 局 部 発 振 器 ）
　 ２ ５ 　 中 間 周 波 フ ィ ル タ
　 ２ ６ 　 検 波 器
　 ３ １ 　 ノ イ ズ 検 出 器
　 ３ ２ 　 閾 値 発 生 器
　 ３ ３ 　 ゲ ー ト パ ル ス 発 生 器
　 ３ ４ 　 ゲ ー ト
　 ３ ５ 　 保 持 回 路
　 ３ ６ 　 ス イ ッ チ
　 ３ ２ １ 　 Ｌ Ｐ Ｆ
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

(9) JP 2005-197813 A 2005.7.21


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings

